
2026－2027年度の経済見通し

2 0 2 6年 2月 1 9日

株式会社 明治安田総合研究所（社長 森本 律子）は、２０２５年１０－１２月期のＧＤＰ速報値の発表をふまえ、２０２
６－２０２７年度の経済見通しを作成いたしました。主要ポイントは以下のとおりです。

１．日本のＧＤＰ成長率予測

実質ＧＤＰ成長率：２０２６年度 ＋０.８％ ２０２７年度 ＋１.１％

（前回 ＋０.７％） （前回 ＋０.９％）

名目ＧＤＰ成長率：２０２６年度 ＋２.７％ ２０２７年度 ＋２.７％

      （前回 ＋２.６％）   （前回 ＋２.４％）

２．要点

①トランプ政権の経済政策への不透明感は残るものの、世界経済は基本的に底堅い推移が続くと予想する。米国は、関税
によるインフレ圧力が減衰に向かうなか、減税策や金融緩和策が景気を支えていくと予想。欧州経済は、欧州委員会の

再軍備計画やドイツのインフラ投資基金等の財政政策が景気回復のドライバーとなろう。中国経済は、長引く不動産不
況、トランプ関税、これまでの政策効果の剥落などから低迷持続を予想。

②日本経済は緩慢ながらも回復基調を維持しよう。実質賃金はプラスでの推移が予想されるものの、伸び幅は限定的で、

個人消費は緩やかな回復にとどまると予想。住宅投資は、住宅価格の高止まりとローン金利の上昇により軟調推移を見
込む。設備投資は、DX関連等を軸に堅調な推移を予想。輸出は米中向けの伸び悩みを背景に停滞気味の推移が続こう。

③米国は、年内2回の追加利下げを実施へ。欧州はすえ置き継続を予想。日銀は年後半に1回の利上げを予想するが、為替
相場次第の面も大きい。

（前回は２０２５年１１月時点の予測）



(前期比) 予測 予測

2024年度 2025年度 2026年度 2027年度

10-12月 1-3月 4-6月 7-9月 10-12月 1-3月 4-6月 7-9月 10-12月 1-3月

実質ＧＤＰ 0.5% 0.7% 0.8% 1.1% 0.1% 0.4% 0.2% 0.2% 0.3% 0.3% 0.2% 0.2% 0.3% 0.3%

　　 前期比年率 0.5% 0.7% 0.8% 1.1% 0.2% 1.7% 1.0% 0.9% 1.1% 1.2% 1.0% 1.0% 1.1% 1.4%

　　 前年同期比 0.5% 0.7% 0.8% 1.1% 0.1% 0.3% 0.0% 0.9% 1.2% 1.1% 1.1% 1.1% 1.1% 1.1%

　民間最終消費支出 0.2% 1.3% 0.9% 1.0% 0.1% 0.3% 0.2% 0.3% 0.2% 0.2% 0.2% 0.3% 0.3% 0.3%

　民間住宅投資 ▲ 0.7% ▲ 3.5% 0.5% ▲ 0.0% 4.8% 0.8% 0.1% ▲ 0.3% ▲ 0.2% 0.2% 0.2% ▲ 0.2% ▲ 0.2% 0.2%

　民間設備投資 0.8% 1.5% 1.5% 2.0% 0.2% 0.4% 0.4% 0.5% 0.6% 0.6% 0.5% 0.5% 0.4% 0.4%

　政府最終消費支出 2.3% 0.5% 0.4% 0.5% 0.1% 0.1% 0.1% 0.1% 0.1% 0.1% 0.1% 0.1% 0.2% 0.2%

　公的固定資本形成 0.1% ▲ 1.6% ▲ 0.7% 0.1% ▲ 1.3% 0.4% 0.5% ▲ 0.6% ▲ 0.5% 0.5% 0.5% ▲ 0.5% ▲ 0.4% 0.5%

　財貨・サービスの輸出 1.6% 2.0% 0.9% 2.4% ▲ 0.3% 0.2% 0.4% 0.5% 0.7% 0.7% 0.5% 0.5% 0.6% 0.6%

　財貨・サービスの輸入 3.2% 2.9% 1.4% 2.3% ▲ 0.3% 0.5% 0.4% 0.5% 0.6% 0.6% 0.6% 0.6% 0.5% 0.5%

名目ＧＤＰ 3.7% 4.0% 2.7% 2.7% 0.6% 0.6% 1.0% 0.7% 0.6% 0.5% 0.9% 0.7% 0.6% 0.5%

ＧＤＰデフレーター（前年比） 3.2% 3.2% 1.9% 1.6% 3.4% 2.9% 2.1% 1.9% 1.8% 1.8% 1.7% 1.7% 1.6% 1.6%

(前期比寄与度) 予測 予測

2024年度 2025年度 2026年度 2027年度

10-12月 1-3月 4-6月 7-9月 10-12月 1-3月 4-6月 7-9月 10-12月 1-3月

実質ＧＤＰ 0.5% 0.7% 0.8% 1.1% 0.1% 0.4% 0.2% 0.2% 0.3% 0.3% 0.2% 0.2% 0.3% 0.3%

　民間最終消費支出 0.1% 0.7% 0.5% 0.5% 0.1% 0.1% 0.1% 0.1% 0.1% 0.1% 0.1% 0.2% 0.2% 0.2%

　民間住宅投資 ▲ 0.0% ▲ 0.1% 0.0% ▲ 0.0% 0.2% 0.0% 0.0% ▲ 0.0% ▲ 0.0% 0.0% 0.0% ▲ 0.0% ▲ 0.0% 0.0%

　民間設備投資 0.2% 0.3% 0.3% 0.4% 0.0% 0.1% 0.1% 0.1% 0.1% 0.1% 0.1% 0.1% 0.1% 0.1%

　政府最終消費支出 0.5% 0.1% 0.1% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

　公的固定資本形成 0.0% ▲ 0.1% ▲ 0.0% 0.0% ▲ 0.1% 0.0% 0.0% ▲ 0.0% ▲ 0.0% 0.0% 0.0% ▲ 0.0% ▲ 0.0% 0.0%

　民間在庫品増加 0.1% 0.1% ▲ 0.1% 0.1% ▲ 0.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

　純輸出 ▲ 0.4% ▲ 0.1% ▲ 0.1% 0.0% 0.0% ▲ 0.1% ▲ 0.0% ▲ 0.0% 0.0% 0.0% ▲ 0.0% ▲ 0.0% 0.0% 0.0%

　財貨・サービスの輸出 0.3% 0.4% 0.2% 0.4% ▲ 0.1% 0.0% 0.1% 0.1% 0.1% 0.1% 0.1% 0.1% 0.1% 0.1%

　財貨・サービスの輸入 ▲ 0.7% ▲ 0.5% ▲ 0.2% ▲ 0.4% 0.1% ▲ 0.1% ▲ 0.1% ▲ 0.1% ▲ 0.1% ▲ 0.1% ▲ 0.1% ▲ 0.1% ▲ 0.1% ▲ 0.1%

2025年度

2025年度

2027年度

2027年度

2026年度

2026年度

GDP成長率・主要経済指標予測
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１．日本のＧＤＰ成長率予測
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GDP成長率・主要経済指標予測

２．主要指標予測

予測 予測

2024年度 2025年度 2026年度 2027年度

10-12月 1-3月 4-6月 7-9月 10-12月 1-3月 4-6月 7-9月 10-12月 1-3月

鉱工業生産（前年比） ▲ 1.4% 1.4% 1.5% 1.5% 0.9% 3.3% 1.4% 2.2% 2.0% 0.4% 2.2% 1.6% 1.2% 1.0%

消費者物価指数（除く生鮮食品、前年比） 2.7% 2.7% 1.8% 1.9% 2.8% 1.8% 1.7% 1.7% 1.8% 2.0% 2.1% 2.0% 1.8% 1.8%

貿易収支（季調値、兆円） ▲ 5.1 ▲ 1.8 ▲ 1.2 ▲ 0.9 ▲ 0.1 ▲ 0.2 ▲ 0.3 ▲ 0.4 ▲ 0.3 ▲ 0.3 ▲ 0.3 ▲ 0.3 ▲ 0.2 ▲ 0.2

経常収支（季調値、兆円） 29.5 32.0 31.2 31.7 8.3 8.2 8.0 7.6 7.7 7.8 7.8 7.9 7.9 8.0

完全失業率（季調値：平均） 2.5% 2.6% 2.5% 2.4% 2.6% 2.6% 2.5% 2.5% 2.4% 2.4% 2.4% 2.4% 2.4% 2.3%

WTI原油価格（㌦/バレル、※） 75 64 63 64 57 61 62 62 63 63 63 64 64 64

※年度は平均値、四半期は期末値を記載 .

2025年度 2027年度2026年度

(兆円、2015年暦年連鎖価格) 予測 予測

2024年度 2025年度 2026年度 2027年度

10-12月 1-3月 4-6月 7-9月 10-12月 1-3月 4-6月 7-9月 10-12月 1-3月

実質ＧＤＰ 586.8 591.2 595.9 602.3 589.7 592.2 593.6 595.0 596.6 598.4 599.9 601.3 603.0 605.1

　民間最終消費支出 305.2 309.2 312.0 315.2 309.4 310.2 310.8 311.6 312.4 313.1 313.8 314.7 315.7 316.6

　民間住宅投資 23.1 22.2 22.3 22.3 22.2 22.4 22.4 22.3 22.3 22.3 22.4 22.3 22.3 22.3

　民間設備投資 104.5 106.1 107.7 109.9 106.0 106.4 106.8 107.3 108.0 108.6 109.1 109.7 110.1 110.6

　政府最終消費支出 121.5 122.1 122.6 123.2 122.2 122.2 122.4 122.5 122.7 122.8 122.9 123.0 123.3 123.5

　公的固定資本形成 27.7 27.2 27.1 27.1 26.9 27.0 27.2 27.0 26.9 27.1 27.2 27.1 26.9 27.1

　民間在庫品増加 0.1 0.5 0.1 0.5 ▲ 0.2 ▲ 0.1 0.0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7

　純輸出 5.4 4.6 4.1 4.2 4.4 4.0 4.0 4.0 4.1 4.2 4.1 4.1 4.2 4.3

　財貨・サービスの輸出 103.7 101.2 102.6 105.0 105.2 105.4 105.8 106.2 107.0 107.8 108.3 108.9 109.5 110.2

　財貨・サービスの輸入 98.3 101.2 102.6 105.0 100.8 101.4 101.8 102.3 102.9 103.6 104.2 104.8 105.3 105.9

2025年度 2027年度2026年度
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GDP成長率・主要経済指標予測

３．海外経済指標予測総括表

予測 予測

2024年 2025年 2026年 2027年

10-12月 1-3月 4-6月 7-9月 10-12月 1-3月 4-6月 7-9月 10-12月

米国 実質GDP成長率（前期比年率） 2.8% 2.2% 2.3% 2.1% 2.6% 1.9% 1.5% 1.7% 1.9% 2.0% 2.3% 2.4% 2.5%

　個人消費支出 2.9% 2.7% 2.1% 2.1% 2.4% 1.7% 1.6% 1.6% 1.9% 2.0% 2.3% 2.4% 2.6%

　住宅投資 3.2% ▲2.3% ▲1.5% 1.1% ▲ 3.6% 0.5% 0.7% 0.8% 1.0% 1.0% 1.2% 1.3% 1.3%

　設備投資 2.9% 4.1% 2.5% 2.5% 2.5% 1.9% 1.8% 2.0% 2.2% 2.5% 2.8% 2.8% 2.9%

　在庫（寄与度） 0.0% ▲0.1% ▲0.2% 0.0% 0.1% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

　純輸出（寄与度） ▲0.4% ▲0.2% 0.4% ▲0.1% ▲ 0.2% ▲ 0.3% ▲ 0.1% ▲ 0.1% ▲ 0.1% ▲ 0.1% ▲ 0.1% ▲ 0.1% ▲ 0.2%

　輸出 3.6% 1.5% 1.4% 2.4% ▲ 4.6% 2.0% 1.7% 2.0% 2.4% 2.4% 2.5% 2.5% 2.7%

　輸入 5.8% 2.7% ▲1.6% 2.5% ▲ 2.2% 3.4% 1.9% 2.0% 2.2% 2.7% 2.8% 2.8% 3.0%

　政府支出 3.8% 1.5% 1.7% 2.1% ▲ 0.5% 3.8% 1.2% 1.8% 1.9% 2.2% 2.4% 2.5% 2.5%

失業率（※） 4.0% 4.2% 4.5% 4.3% 4.4% 4.4% 4.5% 4.5% 4.4% 4.4% 4.3% 4.3% 4.2%

CPI（総合、※） 3.0% 2.8% 2.6% 2.5% 3.1% 2.8% 2.7% 2.6% 2.5% 2.5% 2.4% 2.4% 2.3%

政策金利（誘導目標上限、期末値） 4.50% 3.75% 3.25% 3.25% 3.75% 3.75% 3.50% 3.25% 3.25% 3.25% 3.25% 3.25% 3.25%

ユーロ圏 実質GDP成長率（前期比） 0.9% 1.5% 1.2% 1.5% 0.3% 0.2% 0.3% 0.5% 0.5% 0.4% 0.3% 0.3% 0.2%

　家計消費 1.2% 1.3% 1.6% 1.4% 0.2% 0.4% 0.5% 0.5% 0.4% 0.3% 0.3% 0.3% 0.3%

　政府消費 2.2% 1.7% 2.5% 1.9% 0.5% 0.4% 0.5% 0.7% 0.2% 0.4% 0.6% 0.7% 0.2%

　固定投資 ▲ 2.1% 2.6% 2.4% 2.6% 0.3% 0.5% 0.8% 0.9% 0.8% 0.6% 0.5% 0.5% 0.4%

　純輸出（寄与度） 0.3% ▲ 0.6% ▲ 0.7% 0.1% ▲ 0.2% ▲ 0.1% ▲ 0.2% 0.0% 0.1% 0.1% 0.0% ▲ 0.1% 0.0%

　輸出 0.5% 2.1% 0.7% 1.9% ▲ 0.1% 0.1% 0.2% 0.4% 0.5% 0.6% 0.5% 0.4% 0.4%

　輸入 ▲ 0.1% 3.6% 2.3% 1.8% 0.3% 0.3% 0.6% 0.5% 0.3% 0.4% 0.5% 0.6% 0.5%

失業率（※） 6.4% 6.3% 6.2% 6.1% 6.3% 6.2% 6.2% 6.1% 6.1% 6.1% 6.1% 6.1% 6.1%

CPI（総合、※） 2.4% 2.1% 1.9% 2.0% 2.1% 1.8% 1.9% 1.9% 2.0% 2.0% 2.0% 2.0% 2.0%

政策金利（期末値） 3.00% 2.00% 2.00% 2.00% 2.00% 2.00% 2.00% 2.00% 2.00% 2.00% 2.00% 2.00% 2.00%

英国 実質GDP成長率（前期比） 1.1% 1.3% 0.9% 1.3% 0.1% 0.2% 0.2% 0.4% 0.3% 0.3% 0.3% 0.4% 0.4%

中国 実質GDP成長率（前年比） 5.0% 5.0% 4.3% 4.1% 4.5% 4.4% 4.3% 4.3% 4.3% 4.2% 4.2% 4.1% 4.1%

※暦年は平均値、四半期は期末値を記載

2027年2026年2025年



日本経済 フェロー チーフエコノミスト 小玉 祐一、主席研究員 藤田 敬史

○ 10－12月期の実質GDP成長率は前期比＋0.1％（年率換算：＋0.2％）と、2四半期

ぶりのプラスとなった。ただ、けん引役が前期の大幅マイナスの反動で持ち直し

た住宅投資で、消費と設備投資は小幅プラスにとどまり、公共投資はマイナスと

住宅以外の主要項目は力強さを欠いた。輸出は中国向けの減少などが響き、財輸

出が振るわなかった。インバウンド需要の鈍化も足枷となった。

○先行きの日本経済は緩やかな回復傾向が続くと予想する。まず、個人消費は、緩

やかな回復傾向で推移するとみる。実質賃金の伸び悩みが下押し要因になってい

るが、物価については、コメをはじめとした食料品の寄与が低下傾向をたどるな

ど、伸びは鈍化するとみられる。一方、現金給与総額の伸びは、前年比＋2％台前

半の安定した推移が続くとみており、実質賃金はプラス圏で推移することが下支

え要因になると予想する。住宅投資は、住宅価格の高止まりと住宅ローン金利の

上昇が足枷となることから、均せば停滞気味の推移を予想する。設備投資は、企

業規模にかかわらず省力化投資への需要が期待できることから、底堅い推移が続

くと予想する。公共投資は、資材価格の上昇や人手不足が足枷となる状況が続く

ことで、横ばい圏内の動きが続くと予想する。

○輸出は先行き不安要素が多い。企業が関税によるコスト増を製品価格へ転嫁する

動きが継続すれば、米国向け輸出は冴えない推移をたどる可能性が高い。中国景

気も力強さを欠く可能性が高いことをふまえると、対中輸出にもけん引役を期待

することは難しく、力強さを欠く推移が続くと予想する。

○日銀は1月22日、23日の金融政策決定会合で、金融政策をすえ置いた。いわゆる中

立金利の水準に近づきつつあることもあり、植田総裁は利上げの影響をより慎重

に見極めようとする姿勢を取るとみられる。利上げは年後半の1回で1％に到達す

ると予想する。当該利上げをもって、今次利上げ局面は終了となる可能性が高い。
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米国経済 主任エコノミスト 前田 和孝

○アトランタ連銀のGDP Nowでは、10－12月期の実質GDP成長率は前期比年率＋3.7％

（2月10日時点）と高めの伸びとなっている。内外需別の前期比への寄与度を見る

と、内需が＋3.06ポイント、外需（純輸出）が＋0.62ポイントで、内需がけん引

役となっている。

○米国景気は見通し期間を通じて、2％程度とされる潜在成長率をやや上回る推移が

続くと予想する。個人消費は、オバマケアの補助金拡充措置の失効が重石となる

低中所得者層と、株高などの恩恵を受ける高所得者層で格差が生じるが、全体と

しては回復基調が続くとみる。設備投資は、AI向けデータセンターなどの投資需

要が安定して見込めることで、底堅く推移すると予想する。一方、住宅投資は利

下げによる借入コスト低下が下支えするものの、低中所得者層の所得が伸び悩む

ことなどから停滞気味の推移が続くとみる。

○1月の雇用統計では、非農業部門雇用者数が前月比＋13.0万人と市場予想を上回り、
失業率は4.3％と2ヵ月連続で低下した。雇用増の主因は引き続き教育・医療サー
ビスで、金融や情報などの雇用創出が伸び悩んでいる点などは懸念材料だが、労
働市場の失速懸念はやや和らいだ。一方、雇用動態調査を見ると、解雇率は横ば
いとなる一方、求人率、採用率は低下傾向となっている。企業は、AI活用による
業務効率化などを進めつつも、コロナ禍後の深刻な人手不足の経験から解雇にも
消極的になっている。労働市場は低採用・低解雇の状態が続くと予想する。

○1月の米連邦公開市場委員会では、政策金利であるFFレートの誘導目標を3.50－

3.75％にすえ置くことを決めた。米連邦準備制度理事会（FRB）は、政策決定にお

いて、ここまで労働市場の下振れリスクを重視してきたが、物価動向を見極める

べく、いったんは様子見を続けるとみる。ただ、短期のインフレ期待は低下に向

かっており、このまま長期のインフレ期待の安定も続けば、関税による物価上昇

への懸念は薄れる可能性が高い。一方、労働市場は低調な状態が続くとみており、

FRBは2026年6、9月に0.25％ずつの利下げを実施すると予想する。
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欧州経済 主任エコノミスト 森田 幸大

○ユーロ圏の10－12月期実質GDP成長率は前期比+0.3％となった。ドイツがプラス成

長に復帰した（7－9月期：前期比±0.0％→10－12月期：同＋0.3％）。イタリアも

徐々に持ち直しつつある（同＋0.2％→＋0.3％）。フランスは在庫調整が下押した

ものの基調としては底堅い（同＋0.5％→＋0.2％）。スペインは伸びが拡大した

（同＋0.6％→＋0.8％）。

○ユーロ圏経済は緩やかな回復傾向にある。インフレ率の順調な低下による実質賃金

の対前年比プラス転換に伴い、個人消費は堅調に推移している。今後財政出動（後

述）が実行フェーズとなれば企業活動も活発化を見込む。もっとも、ドイツは輸出

の伸び悩みなどから製造業の活動が低迷しており、ユーロ圏経済のけん引役となる

には力不足。イタリア経済も停滞気味の推移が続く見通しだが、主要国のなかでは

政治が比較的安定しているのが強み。フランス経済は比較的堅調も、政治情勢の不

透明感が燻る。スペイン経済は観光業等に支えられ、引き続き堅調な推移が続こう。

○欧州委員会の再軍備計画は、今後4年間にわたり加盟国に防衛費増額を促すという

もの（6,500億ユーロ）。EUによる債券発行分（1,500億ユーロ）を含めれば8,000

億ユーロ規模（GDP比約4.5％）の財政出動となる見込みで、2026年以降のユーロ圏

経済を下支えするとみる。さらに、ドイツは12年間で5,000億ユーロのインフラ投

資基金を設立しており、欧州委員会の再軍備計画とあわせて、2026年以降のユーロ

圏実質GDP成長率を1.2㌽程度押し上げると考えられる。

○ECBの2月理事会は、5会合連続で主要政策金利のすえ置きを決定した（中銀預金金

利：2.00％）。中銀預金金利は中立金利（1.75～2.25％）のレンジ中央値にある。

ラガルド総裁は、2月理事会後の会見で、「金融政策もインフレも好ましい位置

（good place）にある」とした。2026年は財政出動の効果が期待できることから、

政策金利は引き続きすえ置かれると予想。
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中国経済 フェロー チーフエコノミスト 小玉 祐一

○10－12月期実質GDP成長率は前年比＋4.5％と、3四半期連続で伸びが鈍化、政府目

標の「同＋5％前後」を下回った。前期比では＋1.2％で2四半期連続の伸び幅拡大

だが、先行きの好材料は少なく、景気は2026年を通じ低迷が続く可能性が高い。

○不動産不況の出口はいまだ見えない。12月の不動産開発投資は前年比▲17.2％で、

年初来、マイナス幅の拡大傾向が続いている。一時改善傾向にあった住宅販売面

積も、2025年以降再び調整色を強めた。住宅着工面積もマイナス圏で推移してい

る。こうした状況を受け、固定資産投資は、2025年半ば以降急減速している。早

期の反転が期待できる要素は乏しく、今後も当分低迷が続く可能性が高い。

○個人消費にも、不動産価格低迷に伴う逆資産効果が働き続けている。2025年12月

には、北京当局が住宅購入規制の一段の緩和策を発表するなど、主要都市では規

制緩和策と資金支援策を組み合わせた住宅対策を推進しているが、投機目的での

売買が激減し、実需も低迷するなかで、効果は限定的なものにとどまっている。

政府による耐久財の買い替え支援策も、足元では反動減が顕在化している。若年

層に関しては、失業率の高止まりに伴い、将来の収入に関する不安が強いことも

消費を抑える要因になっている。家計の消費マインドは盛り上がりを欠く状況が

続くとみられ、2026年も個人消費は低迷が続くとみる。

○外需については、関税が障壁になっている米国向け以外は、ASEAN向け、EU向け等

を中心に堅調に推移している。半導体関連や自動車、船舶等、最近は高付加価値

分野へのシフトが進んでおり、2026年もある程度堅調な推移を見込む。ただ、米

国向けが低迷するなかでは、回復の勢いは限定的なものにとどまろう。

○12月のCPI（総合）は、前年比＋0.8％の上昇だが、振れの大きい生鮮野菜の寄与

が大きい。2025年通年では±0.0％と16年ぶりの低い伸びとなっており、デフレ懸

念は払しょくされていない。
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2026－2027年度の経済見通し
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1．経済見通しの概要



2

ポイント

トランプ政権の経済政策のかじ取りへの不透明感は残るものの、世界経済は緩やかな成長が続く見通し。米
国経済は、低調な労働市場が個人消費の下押し圧力となるが、AI関連の安定した投資需要が見込めることな
どから、底堅い推移を予想。ユーロ圏経済は、緩やかな回復が続く。中国の不動産市場の低迷は続いており、景
気は来年にかけても停滞気味の推移が続くと予想。日本経済は実質賃金の伸び悩みと米国の関税政策の影
響で緩慢な回復にとどまると予想

各国の経済見通し

見通し期間を通じて、2％程度とされる潜在成長率をやや上回る推移が続くと予想する。

AI

緩やかな回復傾向にある
2026年以降、財政出動が実行フェーズ 回復基調が続

く

不動産市場の調整が長期化
内需の弱含みによ

り景気は減速傾向で推移すると予想

緩慢ながらも回復基調が続くとみる 実
質賃金がプラス圏で推移することが下支え要因になるものの、伸び幅は限定的で、



年間 四半期

3

→予測 →予測

10－12 1－3 4－6 7－9 10－12 1－3 4－6 7－9 10－12 1－3

0.5% 0.7% 0.8% 1.1% 0.1% 0.4% 0.2% 0.2% 0.3% 0.3% 0.2% 0.2% 0.3% 0.3%

0.6% 1.0% 0.7% 0.9% 0.1% 0.3% 0.2% 0.2% 0.3% 0.3% - - - -

（前期比）

→予測 →予測

10－12 1－3 4－6 7－9 10－12 1－3 4－6 7－9 10－12

2.8% 2.2% 2.3% 2.1% 2.6% 1.9% 1.5% 1.7% 1.9% 2.0% 2.3% 2.4% 2.5%

2.8% 1.9% 1.8% 2.2% 0.0% 1.5% 2.0% 2.5% 2.8% - - - -

（前期比年率）

→予測 →予測

10－12 1－3 4－6 7－9 10－12 1－3 4－6 7－9 10－12

0.9% 1.5% 1.2% 1.5% 0.3% 0.2% 0.3% 0.5% 0.5% 0.4% 0.3% 0.3% 0.2%

0.9% 1.4% 1.1% 1.6% 0.0% 0.4% 0.3% 0.5% 0.5% - - - -

（前期比）

→予測 →予測

10－12 1－3 4－6 7－9 10－12 1－3 4－6 7－9 10－12

5.0% 5.0% 4.3% 4.0% 4.5% 4.4% 4.3% 4.3% 4.3% 4.2% 4.2% 4.1% 4.1%

5.0% 4.8% 4.1% 4.0% 3.8% 4.0% 4.0% 4.2% 4.4% - - - -

（前年比）

2024年

2024年

2024年度

11月見通し時点

2027年度

2027年

2027年

2026年度

2026年

2026年

2025年度

2025年

2025年

実質ＧＤＰ

実質ＧＤＰ

11月見通し時点

11月見通し時点

11月見通し時点

実質ＧＤＰ

2025年 2026年 2027年

実質ＧＤＰ

2024年 2025年 2026年 2027年

2025年度 2026年度 2027年度

2025年 2026年 2027年

2025年 2026年 2027年



4

各国の金融政策見通し

ポイント

1 FF 3.50Ṩ3.75Ṿ
ṕFRBṖ

FRB
2026年6、9月に0.25％ずつの利下げを実施すると予想する

ECB 2 5 ṕ Ḳ2.00ṾṖ
ṕ1.75Ṍ2.25ṾṖ 2
ṕgood placeṖ 2026 政策金利はしばらくすえ置か

れると予想

5 7 0.1Ṿ 0.5Ṿ 1 5
0.1Ṿ

早晩主要政策金利と預金準備率の引き下げを実施すると予想

12 18 19 0.25％の利上げが実施された

利上げは年後半の1回で1%に到達

米国は2024年9月以降計1.75％、ユーロ圏は6月以降計2.00％の利下げを実施。FRBは2026年
末までに計0.50％の追加利下げを実施すると予想。ECBの利下げ局面は終了し、当面金利すえ置きと予
想。日銀は年後半に1回の利上げ実施と予想



2．日米経済政策の景気への影響



上記の前提が
崩れれば株価は反落か

①原油価格への影響が限定的との前提

今後産油量は増える

②軍事行動が局地的・一時的との前提

ベネズエラの新政権が早期に安定

ṕ

Ṗ

③国際秩序の揺らぎが最小限にとどまるとの前提

NATOの集団防衛コミットメントに疑念が残らない

市場の落ち着きの背後にある前提（予想）

Â 1 3

中長期的な世界経済へのリスクは残る

ṕ Ṗ

ṕ Ṗ 対外調達コ

スト上昇圧力

企業が投資先送り

② 金融の武器化が加速

ẓドル決済網弱体化

③ 西側同盟の結束力・信認低下

/

財政支出・金利の上振

れ圧力

④「力による現状変更」のハードルが下がる

ブロック化へ傾く

→以上が世界の中長期的な成長力を押し下げる

ẑ 5 ṕ :1817 -1825 Ṗ

6



¸ 25 2 1 メキシコやカナダからの輸入品に25％ 10Ṿ 4
1 3 4 1 20Ṿ

¸ 2 10 鉄鋼とアルミニウムに対する一律25％の関税 3 12

¸ 2 18 自動車や半導体、医薬品に25％前後の関税 4 2 4 3

¸ 4 2 相互関税の詳細を発表 9 90日の延期を発表 104Ṿ
84Ṿ 125Ṿ

¸ 4 10 125Ṿ ṕ Ṗ 20Ṿ 125Ṿ
合計の税率は145％ 中国は、11日に125％までさらに引き上げる

¸ 4 11 スマホ、ノートパソコン、半導体製造装置等を除外

¸ 5 12 115％引き下げる ṕ90 Ṗ

¸ 5 30 鉄鋼・アルミ関税の25%から50％ 6 4

¸ 7 7 14 9 8 日本の税率は24％から25％ ṕ8 1 Ṗ

¸ 7 9 銅に対する50％ 8 1

¸ 7 10 8 1 25Ṿ 35Ṿ

¸ 7 12 EUの相互関税率を20％から30％に引き上げ 25Ṿ 30Ṿ 8 1

¸ 7 22 日本の相互関税率を25％から15％に引き下げで合意 27 EU 30

¸ 10 30 対中フェンタニル関税の引き下げ（20％→10％）

¸ 11 5 3 10Ṍ15Ṿ
10 米国製品に対する24％の追加関税を10日以降、1年間停止

¸ 11 9 レアメタルの輸出禁止措置を解除 2026 11 27

¸ 26 1 12 イランとビジネスをしている国に対し25％の関税

¸ 1 16 20Ṿ 15Ṿ 2,500

¸ 1 17 欧州8ヵ国からの輸入品に対し2月1日から10％の追加関税 6
25Ṿ ṕ21 Ṗ

¸ 1 26 関税率を15％から25％に再び引き上げる

¸ 2 2 25Ṿ 18Ṿ 5,000

これまでに発表された主な関税政策

7

ṕ Ṗ



米国と主要国・地域の間の貿易交渉の合意内容

Â

Â 15Ṿ

Â

8

国及び地域（下

段は合意日）

相互関税率の

変化
個別関税等の扱い

米国からの輸入

品の関税率
その他米国からの輸入品への扱い等

対米投資

（金額は融資枠含む）
合意文書

英国

ṕ25/5/8Ṗ
10Ṿẓ10%

10Ṿ( )

10 10Ṿ

14 0Ṿ

1 3
100

Ṩ

ベトナム

ṕ25/7/3Ṗ
46Ṿẓ20%

40Ṿ
0Ṿ Ṩ Ṩ

日本

ṕ25/7/23Ṗ
25Ṿẓ15%

15Ṿ

50Ṿ

80

75Ṿ

100

5,500

LNG

インドネシア

ṕ25/7/23Ṗ
32Ṿẓ19%

40Ṿ
0Ṿ 45 150

50

Ṩ

フィリピン

ṕ25/7/23Ṗ
20Ṿẓ19% Ṩ 0Ṿ Ṩ

EU

ṕ25/7/27Ṗ
30Ṿẓ15%

50Ṿ

0Ṿ

2,500 3 7,500
6,000

韓国

ṕ25/10/29Ṗ
25Ṿẓ15%

15Ṿ

50Ṿ
0Ṿ 3,500

台湾

ṕ26/1/16Ṗ
20Ṿẓ15%

15Ṿ

AI 2,500 ṧ

2,500

インド

ṕ26/2/2Ṗ
25Ṿẓ18%

50Ṿ
5,000

25%

ṕ Ṗ



ṕ Ḳ Ṗ

4-12月期 通期予想 4-12月期 通期予想 4-12月期 通期予想

最終損益 3 308(Ẏ26)3 5,700(Ẏ25)4,654(Ẏ42)3,000(Ẏ64)Ẏ2,502( ) Ẏ6,500(*)

関税影響 Ẏ1 2,000 Ẏ1 4,500 Ẏ2,898 Ẏ3,100 Ẏ2,320 Ẏ2,750

為替影響 Ẏ2,750 Ẏ2,450 Ẏ1,100 Ẏ1,490 Ẏ522 Ẏ350

4-12月期 通期予想 4-12月期 通期予想 4-12月期 通期予想

最終損益 3,064(Ẏ2) 3,900(Ẏ6)Ẏ147( ) 200(Ẏ82) 831(Ẏ74) 1,250(Ẏ63)

関税影響 Ẏ60 Ẏ100 Ẏ1,192 Ẏ1,625 Ẏ2,166 Ẏ2,290

為替影響 Ẏ180 Ẏ100 Ẏ202 +44 Ẏ240 Ẏ183

4-12月期 通期予想

最終損益 Ẏ45( ) 100(Ẏ76)

関税影響 Ẏ373 Ẏ452

為替影響 Ẏ361 Ẏ373

ḲṕṖ Ṿ *2025 3 6,709

三菱自

トヨタ ホンダ 日産

スズキ マツダ スバル

( )

日本の大手自動車メーカー7社の4-12月期決算

9

Â 7 2025 4-12 7 2.1

7 2.5

ṕ11 Ṗ Ẏ6Ṿ 5

2

Â 2025 4 2.5% 27.5% 9 15%



自民, 199

維新, 34

中道, 172

国民, 26

れ新, 8

共産, 8

有志, 3

参政, 3

こども, 3

無所属, 9
定数465

過半数

233

選挙前(1/22時点)

自民, 316
維新, 36

中道, 49

国民, 28

参政, 15

みらい, 11

共産, 4

れ新, 1

減ゆ, 1

無所属, 4定数465

過半数

233

選挙後
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内閣支持率の推移

Â

V

衆議院の勢力図（総選挙前後の比較）

Â 2 8 316

3 2

352 74Ṿ

10

政党支持率の推移
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これまでの経済対策の推移
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18 .3

4 20
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25

701,557 +20,485 +3.0% 57%

390,559 +7,621 +2.0% 32%

60,406 +3,846 +6.8% 5%

89,843 +3,153 +3.6% 7%

61,078 +220 +0.4% 5%

208,778 +20,050 +10.6% 17%

312,758 +30,579 +10.8% 26%

178,898 +5,472 +3.2% 15%

130,371 +25,142 +23.9% 11%

1,223,092 +71,114 +6.2% 100%

837,350 +59,160 +7.6% 68%

89,902 +2,585 +3.0% 7%

295,840 +9,369 +3.3% 24%

67,160 Ẏ750 Ẏ1.1% 5%

228,680 +10,119 +4.6% 19%

1,223,092 +71,114 +6.2% 100%

( )+13,429 +21,245

ṕ Ṗ

2026年度予算の概要

Â 2026
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食料品の税率をゼロにした場合の経済効果

Â 0Ṿ 1

GDP 0.37Ṿ

1

13

1 2 3

(%) 0.37 -0.24 -0.07

(%) 0.37 0.13 0.06

(%) 0.44 -0.09 -0.06

(%) 0.44 0.35 0.29

(%) -1.41 -0.02 -0.07

(%) -1.39 -1.39 -1.47

(%) -1.94 -0.01 -0.07

(%) -1.89 -1.89 -1.96

ṕ Ṗ ( ) -5.68 -6.38 -7.00

( GDP ) (%) -0.86 -0.96 -1.04

ṕ Ṗ (Oxford Economics Global Economic Model:GEM)

GDP

CPI

CPIṕ Ṗ

ṕ Ṩ
ẑ
Ṗ

ẑ

( ) Ṭ ú ṕ5Ṍ45ṾṖ

税額控除

( )

給付

給付
税額控除

( )

税額控除

( )

給付付き税額控除の概念図

⇦5万円

例）5万円の給付付き税額控除の場合

ṯ

Ṭ ṯ

קּ

ךּ

給付付き税額控除の概念図
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ṕ Ṗ



「危機管理投資」、「成長投資」の戦略分野

14

Â

21 .3

11 .7

Â 2025

6

Â

『「強い経済」を実現する総合経済対策』の概要

ṕ Ṗ



「危機管理投資」、「成長投資」の戦略分野

Â 17

15

ṕ Ṗ

分野 担当大臣 分野 担当大臣

AI・半導体
ṕ

ṖṊ

防災・国土強靱

化

造船
Ṋ

ṕ Ṗ
創薬・先端医療

ṕ

ṖṊ

量子
ṕ

Ṗ

フュージョンエネル

ギー

ṕ

Ṗ

合成生物学・バ

イオ

マテリアル（重要

鉱物・部素材）

航空・宇宙
ṕ

Ṗ

港湾ロジスティク

ス

デジタル・サイ

バーセキュリティ
Ṋ 防衛産業 Ṋ

コンテンツ
ṕ

Ṗ
情報通信

フードテック 海洋
ṕ

Ṗ

資源・エネルギー
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利払い費と金利、公債残高の推移
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中国からの訪日客数の推移

Â 2025 11
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2025 2

16

ここまでの中国政府の対応

日本経済への影響



3. 日本経済見通し



Â 10Ṩ12 GDP ṕ1 Ṗ ṧ0.1Ṿṕ Ḳṧ0.2ṾṖ 2

Â

Â 12 18 19 0.25Ṿ

1 1%

18

予測 予測

2024 2025 2026 2027 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

今回 0.5% 0.7% 0.8% 1.1% 0.1% 0.4% 0.2% 0.2% 0.3% 0.3% 0.2% 0.2% 0.3% 0.3%

前回 0.6% 1.0% 0.7% 0.9% 0.1% 0.3% 0.2% 0.2% 0.3% 0.3% - - - -

今回 2.7% 2.7% 1.8% 1.9% 2.8% 1.8% 1.7% 1.7% 1.8% 2.0% 2.1% 2.0% 1.8% 1.8%

前回 2.7% 2.8% 1.7% 1.6% 2.8% 2.1% 1.8% 1.7% 1.7% 1.8% - - - -

今回 0.50% 0.75% 1.00% 1.00% 0.75% 0.75% 0.75% 0.75% 1.00% 1.00% 1.00% 1.00% 1.00% 1.00%

前回 0.50% 0.75% 1.00% 1.00% 0.75% 0.75% 0.75% 0.75% 1.00% 1.00% - - - -

※年度、四半期ともに平均値を記載 ・前回は11月経済見通し時点

2027年度2026年度2025年度

主要経済指標

CPI

（除く生鮮食品※）

政策金利

（期末値）

実質

GDP

年度ベース



実質ＧＤＰ成長率と寄与度(前期比)

Â ṧ2.1Ṿṕ Ḳṧ0.2 Ṗ
ṧ0.3Ṿṕ ṧ0.2 Ṗ

10 PC

ṧ0.5Ṿ 3

形態別国内家計最終消費支出の推移
(季調済前期比と寄与度)

Â 10Ṩ12 GDP ṕ1 Ṗ ṧ
0.1Ṿṕ Ḳṧ0.2ṾṖ 2

19



全国コアCPIの推移（前年同月比寄与度）

Â 12 ṕ

Ṗ ṧ2.4Ṿṕ11 Ḳ ṧ3.0ṾṖ

Â 2 3 ṧ1Ṿ 4

ṧ2Ṿ

CPI Ṅ

生鮮食品を除く食料価格の推移

Â 5

米類等の寄与度の推移

Â

20



Ṿ

Ṿ

Â 2025 ṧ5.25Ṿṕ

:ṧ5.10ṾṖ ṧ3.70Ṿṕṧ3.56ṾṖ

10 23 2026

ṧ3Ṿ ṧ5Ṿ

Â 12 5

Â 2025 11 28  2026

Â ṧ5Ṿ

2025

ṧ6Ṿ 2026 2024

2025

春闘賃上げ率の推移物価と実質賃金

21



建築資材価格指数の推移

住宅着工戸数の寄与度分解（前年比）

Â

Â

住宅ローン金利（変動金利）の推移

Â 2025 4 ṕ
Ṗ 3 ṧ39 .6Ṿ

9

Â 1 ṕ Ṗ
9 7

22
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雇用判断DI（大企業）業況判断DI（現状判断）

Â
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38 34

Â

ṕ1 Ṗ ṧ0.3ṕ9 :

ṧ0.4Ṗ

Â 12 DI ṧ15 9 + 1

1

Â DI
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Â ṕ12 Ṗ 2025 ṕ
Ṗ ṧ8.8Ṿṕ9 ṧ8.4ṾṖ

ṧ14 .0Ṿṕ ṧ
13 .9ṾṖ ṧ6.0Ṿṕ ṧ5.3ṾṖ

Â

Â 12 ṕ Ḱ
Ṗ Ẏ1.5Ṿ 11 ṧ4.3Ṿ

2 12
ṕ Ṗ ṧ19 .1Ṿ 2

日銀短観設備投資計画（前年度比）
（含む土地投資額、全規模・全産業）

設備投資先行指標の推移
（3ヵ月移動平均）

24



輸出指数の推移（前年比）

米国向け自動車輸出単価と台数の推移

輸出金額の前年比と主要商品別寄与度

Â

Â 2

1
Â 1 ṧ

16 .8Ṿ 5 ṧ9.9Ṿ 2

2
Â

7 4-12

25



ṕ Ṗ ṕ / Ṗ ṕ / Ṗ

Ӹ 4,268 +15.8% 224,786 +13.1% 7.2 +4.4%

43 +31.8% 415,880 +23.3% 15.1 Ẏ2.1%

54 +22.4% 407,282 +23.3% 12.8 +1.6%

106 +15.0% 392,628 +17.5% 13.0 Ẏ5.0%

46 +18.8% 369,406 +16.3% 16.6 +10.0%

25 +34.7% 364,045 +19.4% 13.1 Ẏ3.5%

31 +34.6% 349,768 +24.8% 13.6 +5.0%

331 +21.4% 347,204 +8.0% 10.9 +3.1%

69 +18.7% 328,546 +3.7% 12.7 +1.8%

73 +5.1% 299,092 +7.2% 9.4 +12.4%

19 +96.3% 296,655 +3.5% 10.8 Ẏ1.4%

32 +35.2% 260,426 +12.2% 10.2 +5.1%

910 +30.3% 239,047 Ẏ4.3% 6.5 Ẏ2.4%

64 +25.6% 232,564 +26.1% 7.5 Ẏ1.7%

252 Ẏ6.2%227,453 Ẏ0.2% 6.0 Ẏ3.1%

123 +7.3% 203,498 +15.0% 6.4 +5.4%

89 +8.1% 200,055 +7.3% 8.2 +9.0%

64 +23.8% 195,754 Ẏ1.3% 8.5 +6.3%

68 +9.2% 189,098 +53.5% 6.5 Ẏ0.9%

676 +11.9% 184,446 +23.1% 5.7 +4.4%

946 +7.3% 101,800 +9.5% 3.5 Ẏ2.5%

ẑ 2025 2024

ṕ Ṗ

訪日外客数の推移

Â 2025

ṧ15 .8Ṿ ṧ13 .1Ṿ

ṧ4.4Ṿ

国籍･地域別 訪日客数、１人当たり旅行消費単価、平均泊数
【観光・レジャー目的】（2025年）

Â 2025 4,268
2024 3,687

100
20

Â 2026 1 359 Ẏ4.9% 2022 1
4
2025 1 2

26



4. 海外経済見通し



Â GDP Now 10Ṩ12 GDP ṧ3.7Ṿṕ2 10 Ṗ
ṧ3.06 ṕ Ṗ ṧ0.62

Â 2Ṿ

AI

Â1 FF 3.50Ṩ3.75Ṿ
ṕFRBṖ

FRB 2026 6 9 0.25Ṿ

28

予測 予測

2025年

2024 2025 2026 2027 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12

今回 2.8% 2.2% 2.3% 2.1% 2.6% 1.9% 1.5% 1.7% 1.9% 2.0% 2.3% 2.4% 2.5%

前回 2.8% 1.9% 1.8% 2.2% 0.0% 1.5% 2.0% 2.5% 2.8% - - - -

今回 3.0% 2.8% 2.6% 2.5% 2.7% 2.8% 2.7% 2.6% 2.5% 2.5% 2.4% 2.4% 2.3%

前回 3.0% 2.8% 2.7% - 3.1% 3.0% 2.8% 2.7% 2.5% - - - -

今回 4.50% 3.75% 3.25% 3.25% 3.75% 3.75% 3.50% 3.25% 3.25% 3.25% 3.25% 3.25% 3.25%

前回 4.50% 4.00% 4.00% - 3.75% 3.50% 3.25% 3.25% 3.25% - - - -

※暦年は平均値、四半期は期末値を記載 ・前回は11月経済見通し時点

2027年2026年

CPI

（総合、※）

政策金利

（上限値、期末値）

実質

GDP

暦年ベース

主要経済指標
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ミシガン大学消費者信頼感指数

Â 2 57 .3 3

ṧ8.7
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Â 1 ṧ13 .0

ṕ ṧ6.5 Ṗ

3

4

Â 1 4.3Ṿ 0.1

ṧ38 .7 62 .5Ṿ

0.1

ṧ52 .8 Ẏ14 .1

失業率と労働参加率の推移
非農業部門雇用者数月間増減数
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Â 2025 10-12
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企業が現在直面している主要な課題
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銀行の貸出態度
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緩和方向
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ミシガン大学インフレ期待

Â 2 1 3.5Ṿ 6

Â 1 FOMC FF
3.50Ṩ3.75Ṿ

FRB

2026 6 9 0.25Ṿ

米政策金利（上限値）
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ṕ ṖFRB

あと2回の
利下げを予想



Â 10Ṩ12 GDP + 0.3Ṿ ṕ7Ṩ9 Ḳ Ü0.0Ṿẓ10Ṩ
12 Ḳ + 0.3ṾṖ Ṅ ṕ + 0.2Ṿẓ+ 0.3ṾṖ

ṕ + 0.5Ṿẓ+ 0.2ṾṖ ṕ + 0.6Ṿẓ+ 0.8ṾṖ

Â

2026

Â ECB 2 5 ṕ Ḳ2.00ṾṖ ṕ1.75Ṍ
2.25ṾṖ 2 ṕgood placeṖ

2026

予測 予測

2025年

2024 2025 2026 2027 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12

今回 0.9% 1.5% 1.2% 1.5% 0.3% 0.2% 0.3% 0.5% 0.5% 0.4% 0.3% 0.3% 0.2%

0.9% 1.4% 1.1% 1.6% 0.0% 0.4% 0.3% 0.5% 0.5% - - - -

今回 2.4% 2.1% 1.9% 2.0% 2.1% 1.8% 1.9% 1.9% 2.0% 2.0% 2.0% 2.0% 2.0%

2.4% 2.1% 2.0% 2.0% 2.0% 2.0% 2.0% 1.9% 1.9% - - - -

今回 3.00% 2.00% 2.00% 2.00% 2.00% 2.00% 2.00% 2.00% 2.00% 2.00% 2.00% 2.00% 2.00%

3.00% 2.00% 2.00% 2.00% 2.00% 2.00% 2.00% 2.00% 2.00% - - - -

※暦年は平均値、四半期は期末値を記載 ・前回は11月経済見通し時点

2027年2026年

政策金利

（期末値）

実質

GDP

HICP

（総合、※）

主要経済指標

歴年ベース
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ＣＰＩ前年比の寄与度分解(主要品目別)

Â CPI 2Ṿ

ECB 2 5

ṕgood placeṖ

ユーロ圏GDP成長率（前期比）国別寄与度

Â 10Ṩ12 GDP + 0.3Ṿ

2025 + 1.5Ṿ ECB

ẑ2026 1
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ユーロ圏鉱工業生産指数
ユーロ圏実質賃金

Â

ユーロ圏小売売上高

Â
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ユーロ圏景況感指数 ユーロ圏PMI

Â PMIṕ

Ṗ

50 50

Â
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政策金利(定例ｵﾍﾟ最低入札金利） ECBスタッフ見通し

Â 12 ECB 2026 GDP

+ 0.2 ECB

CPI

2027 2028 ETSṕEU

2 Ṗ + 0.2

Â ECB 2024 6 1

4Ṿ 2Ṿ 2025 7

5 2Ṿ

失業率以外は前年比
2026 2027 2028 2026 2027 2028

実質GDP成長率 1.2 1.4 1.4 +0.2 +0.1 Ṩ

個人消費 1.2 1.3 1.1 Ẏ0.1 Ü0 Ṩ

総固定資本形成 2.2 2.4 2.2 +0.5 +0.6 Ṩ

輸出 1.6 2.4 2.6 +0.5 Ẏ0.1 Ṩ

CPI 1.9 1.8 2.0 +0.2 Ẏ0.1 Ṩ

コアCPI 2.2 1.9 2.0 +0.3 +0.1 Ṩ

失業率 6.2 6.1 5.9 Ẏ0.1 Ü0 Ṩ

ṕ ṖECB Ḳ%

12月見通し 9月見通しからの修正幅
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グリーンランドの基本情報・輸出品目

Â 1 8

NATO

Â 9 8

56,740 ṕ2024 Ṗẑ 0.95Ṿ

217 k ẑ 6

ṕ Ṗ
230 ṕ2023 Ṗ
ẑ 0.4Ṿ

レアアースの埋蔵国・地域

ṕ Ṗ
2024
ṕ Ṗ

1 44,000,000 270,000

2 21,000,000 20

3 6,900,000 2,900

4 5,700,000 13,000

5 3,800,000 2,500

6 3,500,000 300

7 1,900,000 45,000

8 1,500,000 0

9 890,000 0

10 860,000 0

ṕ ṖUSGS
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政府債務の対GDP比率

各国の防衛費対GDP比

Â NATO GDP 2Ṿ ṕ

5Ṿ Ṗ

2025 2029

3.5Ṿ NATO

6,500

欧州再軍備計画の概要

Â 2025 3 8,000

ṕGDP 4.5ṾṖ 2026

GDP + 0.9

+ 1.2

3

GDP比1.5％までの国防費の算入を免除

ẓ 4年間で6,500億ユーロ、GDP比で1.5％

EU ṕEU Ṗ

ẓ最大1,500億ユーロの融資 合計8,000

億ユーロ
EU

ṕCohesion Fund Ṗ

ẓ2021Ṍ2027 4,000

EUṕ Ṗ

ẓEU 40% EU

20%

EU

EU

ṕEDIP Ṗ

規模と資金

その他の

ポイント

41
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Â ṕBOEṖ 2 5 4

ṕ Ḳ3.75ṾṖ 4 0.25

ÂBOE CPI 2025 9

+ 3.8Ṿ 1 + 3.0Ṿ

BOE 2026 2 + 2.1Ṿ

Â 3

3Ṍ4

Â 10Ṩ12 GDP + 0.1Ṿ

ṕ + 0.1ṾṖ

Â2026 EV

260

英国の政策金利（中銀預金金利）英国実質GDP成長率と寄与度（前期比）
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ṕ   Ṗ
26 2 Ḳ ṕ5 4Ṗ
25 12 Ḳ 0.25 ṕ4 5Ṗ
25 11 Ḳ ṕ5 4Ṗ
25 9 Ḳ ṕ7 2Ṗ
25 8 Ḳ 0.25 ṕ4 5Ṗ
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Â 10Ṩ12 GDP ṧ4.5Ṿ 3

ṧ5Ṿ
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Â 1 PMI 49 .3 0.8

12 9 50

1.6

1.1
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0.8 49 .4 50

43



-5

0

5

10

15

20

25

2
1

/1
2

2
2

/3

2
2

/6

2
2

/9

2
2

/1
2

2
3

/3

2
3

/6

2
3

/9

2
3

/1
2

2
4

/3

2
4

/6

2
4

/9

2
4

/1
2

2
5

/3

2
5

/6

2
5

/9

2
5

/1
2

Ṿ

ṕ Ṗ ẑ

-20

-15

-10

-5

0

5

10

-50

-40

-30

-20

-10

0

10

20

21
/1

2

22
/3

22
/6

22
/9

22
/1

2

23
/3

23
/6

23
/9

23
/1

2

24
/3

24
/6

24
/9

24
/1

2

25
/3

25
/6

25
/9

25
/1

2

住宅着工面積 住宅販売面積 不動産投資(右目盛)

（出所）中国国家統計局

Ṿ
Ṿ

固定資産投資の推移不動産開発投資、住宅着工・販売面積

Â 12 Ẏ17 .2Ṿ

2024

2025

ṕ 70
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消費者物価指数（CPI,前年比）
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主要政策金利、預金準備率の推移

Â 2025 5 7

0.1Ṿ 0.5Ṿ 1

5 0.1Ṿ
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β本資料は、明治安田総合研究所 経済調査部が情報提供資料として作成したものであり、いかなる契約の締結や解約を目的と
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